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 緒言

 糖尿病老において血小板機能の異常が認められ，こと

に血小板粘着能と凝集能の尤進が，糖尿病性網膜症の成

肉に重大な関係をもつことが推測されている．本研究で

は糖尿病者ことに糖尿病性網膜症と血小板凝集能の関係

について検討した．

 対象ならびに方法

 健常者15名お・よび東京女子医科大学内科3に入院ある

いは外来通院中の糖尿病者101名について血小板凝集能

を測定した．ただし，虚血性心疾患，脳血管障害，腎不

全など，従来から血小板凝集能に異常を来たすという報

告のある疾患を有するものは除いた．血小板凝集能の測

定は，凝集剤としてADP（adendsine diphosp五ate）を使

用し，Bryston社製Aggrego孤eterを用い， B6rn・0，Brien

変法によった．ADPの最終濃度は2μMとした．

 糖尿病者101名について，糖尿病性網膜症の有無およ

び程度と血小板凝集能の測定を行なった．またそのうち

31名については，糖尿病の治療開始にともなう血小板凝

集能の変動をみるため，治療前と治療開始後1週ごとに

4週まで凝集能を測定し，その変動と網膜症の推移を観

察した．

 成績

 1）糖尿病者は健常老に比べ明らかに凝集能の充進を

示した．網膜症を有しないか，あるいは軽度の網膜症

（Scott O， Ia H）を有する41名の糖尿病老と健常者の

間には有意差はなく，重症の網膜症（Sc・tt皿以上）を

有する60名では，健常老に比べ明らかに凝集能の充進を

認めた．また，Scott O～HとScott皿以上の網膜症を有

するものとの比較でも，後者で有意に充回していた．

 2） 糖尿病治療開始にともなう血小板凝集能の変動と

網膜症の推移をみた31名について，軽症の網膜症を有す

るA群17名と重症の網膜症を有するB群14名に分けてみ

ると，糖尿病治療開始2週までに，血糖の改善にともな

い凝集能が尤平したものは，A群で17陣中6名（35．3

％），B群で14川中11名（セ8．6％）となり， B群では治

療開始にともなって凝集能が充憎した例は，A群にくら

べ有意に多かった．しかし，治療開始後4週まで経過を

観察し得たA群11名のうち4名（36．4劣），またB群10

名中4名（40％）．に凝集能の充進を認めた．すなわち，

4週後では両群間に差を認めなかった．

 なお，治療前に些べ治療開始後2週以内に凝集能の充

進を示したなかで，4名に網膜症の増悪を認めた．

 結語

 1）健常者および糖尿病者でADP血小板凝集能を測

定したところ，糖尿病者では健常者に比べ明らかに凝集

能が九識し，ことにScott皿以上の重症の網膜症を有す

る糖尿病ではその充進は著明であった．

 2）治療開始にともなう血小板凝集能と網膜血症の推

移をみると，重症の網膜症を有するものでは，血糖の改善

とともに，血小板凝集能がさらに一過性に充進ずること

を高率に認め，その中に網膜症の増悪した例があった．

 従来，重症網膜症を有する糖尿病者に対する急激な血

糖のコントロールは，時として網膜症をさらに増悪させ

ることがあるとされたが，血小板凝集能の充進が，その

一因になりうるものと思われる．
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                論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は糖尿病性網膜症を有するものに対する糖尿病の内科的治療開始にともなう血小板凝集能の

変動に着目，治療開始2週以内における凝集能の充進促進例中に，網膜症の急激な増悪を認めること

があることを証明したものである．これは進展した網膜症を有するものに対する糖尿病治療開始時の

留意点を明らかにしたものであり，医学的に価値あるものと認める．
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